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はじめに

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどのGUI要素は、イタリッ
ク体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[Main titles]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（this font）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての

警告を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの完全なリストについては、『Cisco UCS B-Series Servers
Documentation Roadmap』（URL：http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc）を参照し
てください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
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第 1 章

Cisco UCS C シリーズと Cisco UCS Manager
との統合

この章は、次の項で構成されています。

• 概要, 1 ページ

• Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerとの統合, 2 ページ

• FEXの接続モードと検出, 5 ページ

• FEXアップリンクの数に基づき設定可能な vNIC/vHBAの最大数, 6 ページ

• 追加および削除されたハードウェア, 6 ページ

• サポートされる Cシリーズサーバとアダプタカード, 8 ページ

• ネットワークトポロジとサポート対象ケーブル, 14 ページ

• サポートされる RAID/ストレージコントローラコンフィギュレーション, 16 ページ

• サポートされる FlexFlashコンフィギュレーション, 20 ページ

概要
このマニュアルでは、Cisco UCSManagerリリース 3.1と統合する Cisco UCSラックマウントサー
バのインストールに関する情報とその手順について説明します。

Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバは、組み込みのスタンドアロンソフトウェアである
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）によって管理されます。Cシリーズラックマウン
トサーバと Cisco UCS Managerを統合すると、サーバは CIMCによって管理されなくなり、Cisco
UCS Managerソフトウェアで管理されます。サーバは Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS
Manager CLIを使用して管理します。

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
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サーバが新しく工場出荷されたものでない場合は、CIMCを工場出荷時設定にリセットしてか
ら、Cisco UCS Managerとサーバを統合してください。

重要

Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerは次のいずれかのセットアッ
プで統合できます

•クラスタセットアップ：ファブリックエクステンダ（FEX）を 2台使用して、Cシリーズ
ラックマウントサーバをファブリックインターコネクト 2台と接続します。

•非クラスタセットアップ：Cシリーズラックマウントサーバを FEX 1台および FI 1台と接
続します。

C シリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Manager
との統合

Cisco UCS Manager 3.1には、Cisco UCSCシリーズラックマウントサーバの管理用の接続モード
が 3つあります。接続モードは次のとおりです。

•デュアルワイヤ管理（共有 LOM）：ラックサーバの共有 LAN on Motherboard（LOM）ポー
トは、管理トラフィックの伝送にのみ使用されます。データトラフィックは、PCIeカード
のポートの 1つに接続されている別のケーブルで伝送されます。データトラフィックと管理
トラフィックの管理に 2本の異なるケーブルを使用する方法は、デュアルワイヤ管理とも呼
ばれています。

• SingleConnect（サイドバンド）：Network Controller Sideband Interface（NC-SI）を使用して、
データトラフィックと管理トラフィックの両方を伝送する 1本のケーブルに Cisco VICカー
ドを接続します。この機能は、SingleConnectと呼ばれています。

•直接接続モード：ファブリックインターコネクトへの直接接続（サイドバンド）を使用す
る、Cisco UCS Managerの追加のラックサーバ管理モード。

Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSCシリーズラックマウントサーバの LOMポート
は、データトラフィックには使用できません。LOMポートは、Cシリーズラックマウント
サーバが Cisco UCS Managerモードの時は無効になります。

（注）

CiscoUCSManagerとデュアルワイヤ統合するための一般的な前提条件は、Cシリーズラックマウ
ントサーバCIMCリリース 1.4(6)以降に組み込まれています。SingleConnectモードまたは直接接
続モードを使用する場合は、次の要件を備えている必要があります。

•サーバ CIMCリリース 1.4(6)以降

• Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1227（MLOM）

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
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• Cisco UCS VIC 1225T仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1227T（MLOM）

• Cisco UCS VIC 1387（MLOM）

• Cisco UCS VIC 1385

第 3世代以降の Cisco UCS VICアダプタ（VIC 13xx）の場合、CIMCを工場出荷時設定にリ
セットしてから Cisco VICアダプタを UCSファブリックインターコネクトスイッチに接続す
ることをお勧めします。

重要

Cisco UCS VIC 1225Tアダプタと 1227Tアダプタは、Cisco Nexus 2232TM-E 10GEファブリッ
クエクステンダ（RJ45ネットワークケーブルを使用）でのみサポートされます。

（注）

次の表は、Cシリーズラックマウントサーバおよびサポートされる管理オプションの一覧です。

デュアルワイヤ管理は Cisco VICアダプタでのみサポートされており、サードパーティ製アダ
プタではサポートされていません。

（注）

表 1：サポートされる管理オプション

デュアルワイヤ管

理

直接接続モードシングル接続サーバ

はいはいはいCisco UCS C22M3
サーバ

はいはいはいCisco UCS C24M3
サーバ

はいはいはいCisco UCS C220
M3サーバ

はいはいはいCisco UCS C240
M3サーバ

はいはいはいCisco UCS C420
M3サーバ

はいはいはいCisco UCS C220
M4サーバ

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
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デュアルワイヤ管

理

直接接続モードシングル接続サーバ

はいはいはいCisco UCS C240
M4サーバ

はいはいはいCisco UCS C460
M4サーバ

いいえはいはいCisco UCS C3260
M3サーバ

2.2(2a)より前のリリースのCiscoUCSManagerを使用している場合、現時点では、Intel E5-2400
v2 CPUを搭載している Cisco UCS C22および C24サーバの統合はサポートされていません。
統合は、Intel E5-2400 v1 CPUのみサポートされます。

（注）

使用しているサーバモデルと CIMCのバージョンに基づき、3つの統合オプションのいずれかを
使用して、ラックサーバと Cisco UCS Manager 3.1を接続できます。

CiscoUCSManagerは、ファブリックインターコネクト（FI）内で動作します。CiscoUCSManager
の以前のリリースを使用している場合は、ファブリックエクステンダを使用してCシリーズサー
バとファブリックインターコネクトを接続し、Cisco UCS Managerでの管理を有効にする必要が
あります。サーバアダプタとファブリックインターコネクトは、ファブリックエクステンダを

使用しないで直接接続できます。

この管理サービスで使用できるインターフェイスのいずれかを使用して、ファブリックインター

コネクトに接続されたシャーシすべてのネットワークおよびサーバリソースにアクセスしたり、

これらを設定、管理、およびモニタしたりすることができます。Cisco UCS 6200シリーズまたは
Cisco UCS 6300シリーズのファブリックインターコネクトの詳細については、次のリンク先にあ
るマニュアルを参照してください。

• Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトマニュアル

• Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトマニュアル

この構成における Cisco Nexus 2232、Cisco Nexus 2232TM-E、または Cisco Nexus 2348UPQファブ
リックエクステンダ（FEX）の詳細については、次のリンク先にあるマニュアルを参照してくだ
さい。

• Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダマニュアル

ハードウェアメンテナンス

サーバおよび特定のアダプタカードを交換する場合は、サーバを停止してから再稼働する必要が

あります。詳細については、該当する『CiscoUCSManagerConfigurationGuide』の「decommissioning
a Rack-Mount server」および「recommissioning a Rack-Mount Server」の項を参照してください。
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FEX の接続モードと検出
2通りの方法で FIに FEXを接続できます。Cisco UCS Manager FIが FEX/シャーシディスカバリ
モードに基づいて FEXを検出します。FEXの接続モードは、次のとおりです。

• Hard-Pinningモード：FEXが検出されると、FEXのサーバ側ポートが接続されたアップリン
クポートにピニングされます。Cisco UCS Managerは、確認済みのアップリンクポートの数
に基づいて、サーバ側ポートをアップリンクポートにピニングします。ピニング後、新しい

アップリンクを追加するか、または既存のアップリンクを削除する場合、変更を適用するた

めに手動で FEXを確認する必要があります。

• Port-Channelモード：Port-Channelモードでは、ピニングはありません。単一のポートチャ
ネルはすべてのサーバ側ポートへのアップリンクとして機能します。すべてのアップリンク

ポートは、この単一のポートチャネルのメンバです。アップリンクポートの 1つがダウン
した場合、トラフィックは、使用可能な別のアップリンクポートに自動的に配信されます。

FEXと FI間を port-channelモードでケーブル接続する場合、アップリンクが FIポートに接続され
ている位置によって、使用可能な仮想インターフェイス（VIF）の名前空間が次のように異なりま
す。

• FEXからのポートチャネルアップリンクが、単一チップで管理される 1つのポートセット
（8ポート構成）内でのみ接続されている場合、CiscoUCSManagerはサーバ上で展開された
サービスプロファイルで使用される VIFの数を最大化します。

•アップリンク接続が個別のチップで管理される複数のポートに分散している場合、VIFの数
は少なくなります。たとえば、ポートチャネルの 7つのメンバーをポート 1～ 7に接続し、
8番目のメンバーをポート 9に接続した場合、このポートチャネルはメンバーが 1つである
かのように VIFをサポートします。

Cisco UCS 6200シリーズ FIには、8個の隣接ポートから成るポートセットが 6組あります。ポー
トの各セットは単一チップで管理されます。FEXディスカバリポリシーとポートチャネルの割り
当ての詳細については、適切な『Cisco UCS Manager Configuration Guide』を参照してください。

図 1：ファブリックインターコネクトと拡張モジュールの 6 組のポートセット
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FEX アップリンクの数に基づき設定可能な vNIC/vHBA の
最大数

次の表は、FEXアップリンクの数に基づいて、VICアダプタに設定可能な vNIC/vHBAの最大数
を示しています。

表 2：Cisco UCS 6300 Fabric Interconnect

VICアダプタ 1225、1225T、1227、1227T、1385、
および 1387 に設定可能な vNIC/vHBA の最大数

FEX と FI の間の確認済みリンク

1171

1172

1174

1178

表 3：Cisco UCS 6200 Fabric Interconnect

VICアダプタ 1225、1225T、1227、1227T、1385、
および 1387 に設定可能な vNIC/vHBA の最大数

FEX と FI の間の確認済みリンク

121

272

574

1178

追加および削除されたハードウェア

削除されたハードウェア

このリリースでは、次のハードウェアが廃止されました。

ラックサーバ：

• Cisco UCS Cシリーズ C210 M2（R210-2121605W）

• Cisco UCS Cシリーズ C460 M2（UCSC-BASE-M2-C460）

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
6

Cisco UCS C シリーズと Cisco UCS Manager との統合
FEX アップリンクの数に基づき設定可能な vNIC/vHBA の最大数



• Cisco UCS Cシリーズ C200 M2（UCSC-BSE-SFF-C200）

• Cisco UCS Cシリーズ C250 M2（R250-2480805W）

• Cisco UCS Cシリーズ C260 M2（C260-BASE-2646）

アダプタ：

• Cisco UCS P81E（N2XX-ACPCI01）

• Cisco UCS CNA M61KR-I Intel（N20-AI0102）

• Broadcom 57711デュアルポート（N2XX-ABPCI02）

• Cisco UCS P81E VIC（N2XX-ACPCI01）

• Emulex OneConnect OCe10102-F（N2XX-AEPCI01）

• Qlogic QLE 8152-CNA（N2XX-AQPCI01）

ファブリックインターコネクト：

• 6100シリーズ

追加されたハードウェア

このリリース以降では、次のハードウェアが追加されています。

アダプタ：

• Cisco UCS 1385 VIC（UCSC-PCIE-C40Q-03）

• Cisco MLOM 1387（UCSC-MLOM-C40Q-03）

• Qlogic 8442 SFP+（UCSC-PCIE-QNICSFP）

• Qlogic 8442 10GBaseT（UCSC-PCIE-QNICBT）

• Emulex OCe14102B-F（UCSC-PCIE-E14102B）

• HGST Ultrastar SN100（UCS-SDHPCIE800GB）

• HGST Ultrastar SN100（UCS-SDHPCIE1600GB）

• Cisco UCS 3200GB SanDisk ioMemory SX350（UCSC-F-S32002）

• Cisco UCS 1300GB SanDisk ioMemory SX350（UCSC-F-S13002）

• Cisco UCS 1600GB SanDisk ioMemory SX350（UCSC-F-S16002）

• Cisco UCS 6400GB SanDisk ioMemory SX350（UCSC-F-S64002）

• Nvidia M60（UCSC-GPU-M60）

ファブリックエクステンダ：

• Cisco Nexus 2232TM-E
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• Cisco Nexus 2348UPQ

ファブリックインターコネクト：

• 6300シリーズ：

◦ Cisco UCS 6332（UCS-FI-6332）

◦ Cisco UCS 6332-16 UP（UCS-FI-6332-16UP）

サポートされる C シリーズサーバとアダプタカード
次の表は、Cisco UCS Managerと統合された Cシリーズラックマウントサーバに対して、このリ
リースで公式にサポートされているアダプタカードの一覧です。

表 4：サポートされるアダプタカード

直接接続シングル

ワイヤ接

続

デュア

ルワイ

ヤ接続

C460
M4

C240
M4

C220
M4

C420
M3

C240
M3

C220
M3

C24
M3

C22
M3

アダプタ/サーバモ
デル

はいはいはいは

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

CiscoUCS1225VIC

（UCSC-PCIE-CSC-02）

-はいはいは

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

--Cisco UCS 1225T
VIC

（UCSC-PCIE-C10T-02）

はいはいはい-は

い

は

い

-----Cisco UCS 1227
（MLOM）

UCSC-MLOM-CSC-02

-はいはい-は

い

は

い

-----CiscoMLOM1227T

（UCSC-MLOM-C10T-02）

はいはいはい-は

い

は

い

-----CiscoUCS1385VIC

（UCSC-PCIE-C40Q-03）

はいはいはい-は

い

は

い

-----Cisco MLOM 1387

（UCSC-MLOM-C40Q-03）

---は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

Emulex
OCe11102-FX CNA

（UCSC-PCIE-ESFP）
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直接接続シングル

ワイヤ接

続

デュア

ルワイ

ヤ接続

C460
M4

C240
M4

C220
M4

C420
M3

C240
M3

C220
M3

C24
M3

C22
M3

アダプタ/サーバモ
デル

---は

い

は

い

は

い

-該

当

な

し

該

当

な

し

--Emulex LPe32002
32Gbデュアル
ポート FC HBA

（UCSC-PCIE-BD32GF）

---は

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

--EmulexLPe32001シ
ングルポート
32Gb FC HBA

（UCSC-PCIE-BS32GF）

---は

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

--Emulex LPe12002
デュアルポート
8Gb FC PCIe HBA

（N2XX-AEPCI05）

---は

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

--Emulex LPe16002B
デュアルポート
16Gb FC PCIe

（UCSC-PCIE-E16002）

----は

い

は

い

-----Emulex OCe 14102

（UCSC-PCIE-E14102）

---は

い

は

い

は

い

-該

当

な

し

該

当

な

し

--Qlogic QLE2742
デュアルポート
32G FC

（UCSC-PCIE-QD32GF）

---は

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

--Qlogic QLE2562
デュアルポート
8Gb FC HBA

（N2XX-AQPCI05）

---は

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

--Qlogic QLE2672
デュアルポート
16Gb FC HBA

UCSC-PCIE-Q2672
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直接接続シングル

ワイヤ接

続

デュア

ルワイ

ヤ接続

C460
M4

C240
M4

C220
M4

C420
M3

C240
M3

C220
M3

C24
M3

C22
M3

アダプタ/サーバモ
デル

------は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

Broadcom
BCM57712 10Gb

（UCSC-PCIE-BSFP）

---は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

--Broadcom BCM
57810 10Gb

（UCSC-PCIE-B3SFP）

---は

い

は

い

は

い

-該

当

な

し

該

当

な

し

--Intel X550デュアル
ポート 10GBase-T
NIC

（UCSC-PCIE-ID10GC）

---は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

Intel X520 10GB

（N2XX-AIPCI01）

---は

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

は

い

は

い

Qlogic 8442 SFP+

（UCSC-PCIE-QNICSFP）

---は

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

は

い

は

い

Qlogic 8442
10GBaseT

（UCSC-PCIE-QNICBT）

---は

い

は

い

は

い

-は

い

は

い

は

い

は

い

Emulex
OCe14102B-F

（UCSC-PCIE-E14102B）

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----HGST Ultrastar
SN100

（UCS-SDHPCIE800GB）

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----HGST Ultrastar
SN100

（UCS-SDHPCIE1600GB）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Cisco UCS 3200GB
SanDisk ioMemory
SX350

（UCSC-F-S32002）
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直接接続シングル

ワイヤ接

続

デュア

ルワイ

ヤ接続

C460
M4

C240
M4

C220
M4

C420
M3

C240
M3

C220
M3

C24
M3

C22
M3

アダプタ/サーバモ
デル

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Cisco UCS 1300GB
SanDisk ioMemory
SX350

（UCSC-F-S13002）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Cisco UCS 1600GB
SanDisk ioMemory
SX350

（UCSC-F-S16002）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Cisco UCS 6400GB
SanDisk ioMemory
SX350

（UCSC-F-S64002）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

------Nvidia M60

（UCSC-GPU-M60）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

--は

い

---UCS NVIDIA M10
32GB GPU

（UCSC-GPU-M10）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

--は

い

---UCS NVIDIA P100
16GB GPU

（UCSC-GPU-P100-16G）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

--は

い

---UCS NVIDIA P100
12GB GPU

（UCSC-GPU-P100-12G）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

--は

い

---UCS AMD FirePro
7150X2 16GB GPU

（UCSC-GPU-7150x2）

該当なし該当なし該当な

し

は

い

は

い

--は

い

---Radian RMS-200 8
GB NVRAM

（Radian
RMS-200）
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直接接続シングル

ワイヤ接

続

デュア

ルワイ

ヤ接続

C460
M4

C240
M4

C220
M4

C420
M3

C240
M3

C220
M3

C24
M3

C22
M3

アダプタ/サーバモ
デル

---は

い

は

い

は

い

-----X710-DA4 Intel
EagleFountain
4x10GB SFP+

UCSC-PCIE-I404NIC

該当なし該当なし-は

い

は

い

は

い

-----X710-DA2 Intel
EagleFountain
2x10GB SFP+

UCSC-PCIE-ID10GF

該当なし--は

い

は

い

は

い

-----XL710-QDA2 Intel
EagleFountain
2x40GB QSFP+

UCSC-PCIE-I404NIC

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Intel P3600 800GB
NVMe PCIe SSD

（UCS-PCI25-8003）

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Intel P3600 1600GB
NVMe PCIe SSD

（UCS-PCI25-16003）

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Intel P3700 400GB
NVMe PCIe SSD

（UCS-PCI25-40010）

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Intel P3700 800GB
NVMe PCIe SSD

（UCS-PCI25-80010）

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Intel P3600 HHHL
1200GBNVMePCIe
SSD

（UCSC-F-I12003）

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Intel P3600 HHHL
2000GBNVMePCIe
SSD

（UCSC-F-I20003）
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直接接続シングル

ワイヤ接

続

デュア

ルワイ

ヤ接続

C460
M4

C240
M4

C220
M4

C420
M3

C240
M3

C220
M3

C24
M3

C22
M3

アダプタ/サーバモ
デル

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Intel P3700 HHHL
800GB NVMe PCIe
SSD

（UCSC-F-I80010）

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----Intel P3700 HHHL
1600GBNVMePCIe
SSD

（UCSC-F-I160010）

該当なし該当なし該当な

し

-は

い

は

い

-----PMC-Sierraスト
レージコントロー

ラ

UCSC-PSAS12GHBA

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

-----LSI RAID SAS
9300-8e 12GB HBA

UCSC-SAS9300-8E

--該当な

し

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

は

い

HGST 10TB SAS
7200RPM HDD

UCS-HD10T7KEM

次のカードは接続をサポートしていません。インベントリやファームウェアのアップグレード

またはダウングレードのみが、Cisco UCS Managerによりサポートされています。
（注）

• X710-DA4 Intel EagleFountain 4x10GB SFP+

• X710-DA2 Intel EagleFountain 2x10GB SFP+

• XL710-QDA2 Intel EagleFountain 2x40GB QSFP+

Cisco UCS Managerと UCS C3260 M3サーバ統合の接続オプションおよび詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/3-1/b_UCSM_3260_Integration_Guide.html
を参照してください。

（注）
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ネットワークトポロジとサポート対象ケーブル
次の図は、Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerとの統合でサポートされる全ネットワークト
ポロジを表しています。

図 2：6200 および 6300 シリーズファブリックインターコネクトのネットワークトポロジ

6200および 6300シリーズ FIは、次の表に示されているように、Cisco VICアダプタおよび FEX
に接続できます。太い青線は 40ギガビットイーサネット接続、細い線は 10ギガビットイーサ
ネット接続を表しています。40ギガビットイーサネット接続は、Cisco VIC 1385および 1387ア
ダプタでのみ、10ギガビットイーサネット接続は、Cisco VIC 1225、1227、1385、および 1387ア
ダプタでのみサポートされています。10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用さ
れます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

10G接続で Cisco VIC 1385および 1387を使用している場合は、40Gから 10G QSFPへのコン
バータが必要になりますが、4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブ
ルおよび 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）を使用することはできません。

（注）

Cisco VIC 1385またはMLOM 1387Cisco UCS 6300シリーズ FI（63xx）1

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
14

Cisco UCS C シリーズと Cisco UCS Manager との統合
ネットワークトポロジとサポート対象ケーブル



Cisco Nexus 2232PP（4 X 10 Gブレークア
ウトケーブル）または 2348UQ（40 Gリ
ンク）

Cisco VIC 1385またはMLOM 1387（10 G
リンク）

Cisco UCS 6300シリーズ FI（63xx）2

Cisco VIC 1385またはMLOM 1387Cisco UCS 6200シリーズ FI（62xx）3

Cisco Nexus 2232PPまたは 2348UQ（10 G
リンク）

Cisco VIC 1385またはMLOM 1387（10 G
リンク）

Cisco UCS VIC 1385および 1387
アダプタに10Gケーブルを接続
する場合は、40Gから10Gへの
コンバータを使用する必要があ

ります。

（注）

Cisco UCS 6200シリーズ FI（62xx）4

表 5：サポートされる 10 G アダプタと光ケーブル

VIC 1227VIC 1225FI/10 G ラッ
ク VIC/コネ
クタ

ブレイクアウ

トケーブル

40 GQSA10 Gブレイクア

ウトケーブ

ル

40 GQSA10 G

該当なし該当な

し

該当な

し

はい該当なし該当なし該当

なし

はいFI 62xx

はい（4x10
ファブリック

ポートのみ）

該当な

し

該当な

し

はいはい（4x10
ファブリッ

クポートの

み）

該当なし該当

なし

はいFI 6324

はい（4x10
ファブリック

ポートのみ）

該当な

し

はい該当なしはい（4x10
ファブリッ

クポートの

み）

該当なしはい該当な

し

FI 6332
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VIC 1227VIC 1225FI/10 G ラッ
ク VIC/コネ
クタ

はい（4x10
ファブリック

ポートのみ）

該当な

し

はい該当なしはい（4x10
ファブリッ

クポートの

み）

該当なしはい該当な

し

FI
6332-16UP

表 6：サポートされる 40 G アダプタと光ケーブル

VIC 1387VIC 1385FI/40 G ラッ
ク VIC/コネ
クタ

ブレイクアウ

トケーブル

40 GQSAブレイクアウ

トケーブル

40 GQSA

該当なし該当なしはい該当なし該当なしはいFI 62xx

該当なし該当なしはい該当なし該当なしはいFI 6324

該当なしはいはい該当なしはいはいFI 6332

該当なしはいはい該当なしはいはいFI
6332-16UP

サポートされる RAID/ストレージコントローラコンフィ
ギュレーション

エクスパンダのないサーバのみ、Cisco UCSManager統合モードで複数のRAIDコントローラを搭
載できます。以下のサーバは、Cisco UCSManager統合モードで複数のRAIDコントローラを搭載
できます。

• Cisco UCS C24 M3（UCSC-C24-M3S2）

• Cisco UCS C420 M3（UCSC-C420-M3）

• Cisco UCS C240 M3（UCSC-C240-M3S2）

• Cisco UCS C240 M3 NEBS（UCSC-C240-SNEBS）

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5L）

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5S）
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• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SX）

• Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SN）

• Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5L）

• Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5SX）

• Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5SN）

このリストにないサーバに複数のRAIDコントローラが搭載されている場合、検出が失敗します。

以下の RAID/ストレージコントローラが、Cisco UCS Managerと Cシリーズラックマウントサー
バの統合においてサポートされます。

すべて装着済みのLSIコントローラは、RAID0、1、5、50、6、10、60をサポートします。LSI
コントローラからメモリカードを取り外す場合、UCS Managerは RAID 6と 10を作成できま
せん。

（注）

表 7：サポートされる RAID/ストレージコントローラ

サポートされる RAID コントローラサーバ

• Cisco UCSC RAID SAS 2008M-8i

• LSI MegaRAID SAS 9271-8iまたは
9271CV-8i 8ポートPCIeRAIDコントロー
ラ

• LSI MegaRAID 9286CV-8e 8ポート PCIe
RAIDコントローラ

• Cisco NytroMegaRAID 200 GB PCIe RAID
コントローラ

Cisco UCS C240 M3（UCSC-C240-M3）

• Cisco UCSC RAID SAS 2008M-8i

• LSI MegaRAID SAS 9271-8iまたは
9271CV-8i RAID 8ポート PCIe RAIDコン
トローラ

• LSI MegaRAID 9286CV-8e PCIe RAIDコ
ントローラ

Cisco UCS 220 M3（UCSC-C220-M3）

Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
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サポートされる RAID コントローラサーバ

• LSI MegaRAID 9270CV-8i

• LSIMegaRAID9240-8i RAID8ポートPCIe
RAIDコントローラ

• LSIMegaRAID9220-8i RAID8ポートPCIe
RAIDコントローラ

Cisco UCS 22 M3（UCSC-C22-M3）

• LSI MegaRAID 9270CV-8i

• LSIMegaRAID9240-8i RAID8ポートPCIe
RAIDコントローラ

• LSIMegaRAID9220-8i RAID8ポートPCIe
RAIDコントローラ

Cisco UCS C24 M3（UCSC-C24-M3）

•組み込み SATAのみのストレージコン
トローラ

• Cisco 12GSASモジュラRAIDコントロー
ラ

• Cisco 12 Gbpsモジュラ SAS HBA RAID
コントローラ

• Cisco 9300-8E 12GSASHBARAIDコント
ローラ

• CiscoUCSC-PSAS12GHBAストレージコ
ントローラ

Cisco UCS C240 M4（UCSC-C240-M4）

•組み込み SATAのみのストレージコン
トローラ

• Cisco 12GSASモジュラRAIDコントロー
ラ

• Cisco 12 Gbpsモジュラ SAS HBA RAID
コントローラ

• Cisco 9300-8E 12GSASHBARAIDコント
ローラ

• CiscoUCSC-PSAS12GHBAストレージコ
ントローラ

Cisco UCS C220 M4（UCSC-C220-M4）
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サポートされる RAID コントローラサーバ

• Cisco 12GSASモジュラRAIDコントロー
ラ

• Cisco 12G SAS C460M4 RAIDコントロー
ラ

• Cisco 12 Gbpsモジュラ SAS HBA RAID
コントローラ

• Cisco 9300-8E 12GSASHBARAIDコント
ローラ

• LSI MegaRAID SAS 9361-8i RAIDコント
ローラ

Cisco UCS C460 M4（UCSC-C460-M4）

• Cisco 12GモジュラRAIDコントローラ、
2 GBキャッシュ搭載（最大 16ドライ
ブ）（UCSC-RAID-M5）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA（最大 16
ドライブ）（UCSC-SAS-M5）

Cisco UCS C220 M5（UCSC-C220-M5SX）

• Cisco 12GモジュラRAIDコントローラ、
2 GBキャッシュ搭載（最大 16ドライ
ブ）（UCSC-RAID-M5）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA（最大 16
ドライブ）（UCSC-SAS-M5）

Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5S）

• Cisco 12GモジュラRAIDコントローラ、
2 GBキャッシュ搭載（最大 16ドライ
ブ）（UCSC-RAID-M5）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA（最大 16
ドライブ）（UCSC-SAS-M5）

Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5L）

• Cisco 12GモジュラRAIDコントローラ、
4 GBキャッシュ搭載（最大 26ドライ
ブ）（UCSC-RAID-M5HD）

• Cisco 12Gモジュラ SAS HBA（最大 26
ドライブ）（UCSC-SAS-M5HD）

Cisco UCS C240 M5（UCSC-C240-M5SX）
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サポートされる FlexFlash コンフィギュレーション
一部の Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバは、サーバソフトウェアツールおよびユー
ティリティのストレージとして、内部 Cisco FlexFlash Secure Digital（SD）メモリカードをサポー
トします。FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファイルで使用
されるローカルディスクポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。

ユーティリティモードで Cisco FlexFlash SDメモリカードが設定されている Cisco UCS Cシ
リーズスタンドアロンサーバは、Cisco UCS Manager統合モードではサポートされません。

（注）

CIMCのアップグレード後、Cisco FlexFlashをインストールできない場合は、FlexFlash SDカード
を設定する前に、スクラブポリシーを適用します。

コントローラがサポートしている場合、フォーマットSDカードのオプションを使用することで、
FlexFlash SDカードをスクラブすることができます。

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
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第 2 章

SingleConnect の設定

この章は、次の項で構成されています。

• SingleConnect, 21 ページ

• SingleConnectの重要なガイドライン, 22 ページ

• 管理接続ポリシーと接続モード, 22 ページ

• SingleConnectを Cisco UCS Managerと統合するための要件, 23 ページ

• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, 30 ページ

• SingleConnectのクラスタセットアップの物理的な接続の図, 31 ページ

• Cシリーズサーバと UCSドメインとの非クラスタセットアップでの接続, 32 ページ

• 統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理, 34 ページ

• サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法, 34 ページ

SingleConnect
Cisco UCS Manager 3.1では、NC-SIを使用して Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS
Managerを統合するオプションがサポートされています。このオプションを使用すれば、管理ト
ラフィックとデータトラフィックの両方に単一のケーブルを使用して、Cisco UCS Managerで C
シリーズラックマウントサーバを管理できます。SingleConnectモードを使用する場合、FEX上
の1つのホスト側ポートで1台のラックマウントサーバを十分に管理できますが、共有LOMモー
ドでは2つのポートが使用されます。このため、統合されたサーバ管理のために、より多くのラッ
クマウントサーバを Cisco UCSManagerと接続することができます。Cisco UCSManagerと統合す
るための正しいサーバファームウェアを使用していることを確認してください。使用していない

場合は、サーバファームウェアをアップグレードしてから、統合してください。Cシリーズサー
バのファームウェアのアップグレード, （60ページ）を参照してください。
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SingleConnect の重要なガイドライン
SingleConnectには、次の注意事項と制限事項があります。

• Cisco UCS Managerの統合のために SingleConnectを有効にするには、Cisco UCS VIC 1225、
Cisco UCS VIC 1225T、Cisco UCS VIC 1227、Cisco UCSMLOM 1227T、Cisco UCS VIC 1385、
および Cisco UCS MLOM 1387を、SingleConnectに割り当てられたラックサーバの特定のス
ロットに装着する必要があります。VICが特定のスロットに装着されていない場合、
SingleConnectは機能しません。

VIC 1225は具体的には UCSC-PCIE-CSC-02を指します。

VIC 1227は具体的には UCSC-MLOM-CSC-02を指します。

VIC 1225Tは具体的には UCSC-PCIE-C10T-02を指します。

VIC 1227T MLOMは具体的には UCSC-MLOM-C10T-02を指します。

VIC 1385は具体的には UCSC-PCIE-C40Q-03を指します。

VIC 1387 MLOMは具体的には UCSC-MLOM-C40Q-03を指します。

重要

• Cisco UCS VIC 1225、Cisco UCS VIC 1225T、Cisco UCS VIC 1227、Cisco UCS VIC 1227T、
Cisco UCS VIC 1385、および Cisco UCSMLOM 1387は、デュアルワイヤ管理もサポートして
います。これらの VICが装着されている場合、接続オプションとして SingleConnectまたは
デュアルワイヤ管理を選択できます。デュアルワイヤを選択する場合は、LOMも接続されて
いることを確認してください。

Cisco VIC 1225Tは、C220 M3、C240 M3、C240 M4、C220 M4、および C460 M4サーバでのみ
サポートされます。Cisco UCS MLOM 1227Tおよび Cisco UCS MLOM 1387は、C240 M4およ
び C220 M4サーバでのみサポートされます。

（注）

管理接続ポリシーと接続モード
Cisco UCSドメインの Cシリーズラックマウントサーバに対する物理接続を確立する場合は、
Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで接続モードと管理ポリシーを指定する必
要があります。管理ポリシーは、接続されているすべての Cシリーズラックマウントサーバに
対してグローバルです。接続モードにより、Cisco UCS Managerでのラックサーバの検出方法が
決まります。直接接続はサイドバンド接続のみサポートしています。

ラックサーバには、次のいずれかの接続ポリシーを指定できます。

•自動確認：これは、Cシリーズラックマウントサーバに推奨されるデフォルトの接続モー
ドです。接続モードが自動確認の場合、Cisco UCS Managerは、物理接続が確立されるとす
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22

SingleConnect の設定
SingleConnect の重要なガイドライン



ぐにラックサーバを検出し、指定された管理ポリシーに基づいてサーバの管理を開始しま

す。

•ユーザ確認：接続モードがユーザ確認の場合は、物理接続が確立されると、CiscoUCSManager
GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで接続を手動で確認し、接続モードを指定して検出を開
始する必要があります。CiscoUCSManagerは、接続モードが指定されるまでCシリーズラッ
クマウントサーバの検出を開始しません。

Cisco UCS Managerによってラックサーバが検出され、管理されている場合、1台の Cシリー
ズラックマウントサーバの既存の接続モードを変更するには、そのサーバを停止してから再

起動して、新しい接続モードを指定する必要があります。Cisco UCS Managerは、その時初め
て、新しい接続モードでサーバを検出できるようになります。

（注）

SingleConnect を Cisco UCS Manager と統合するための要
件

クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップで、CシリーズラックマウントサーバとCisco UCSManagerのシングルワ
イヤの統合を作成するには、次の製品が必要です。

• Cisco UCS Manager 3.1を実行している Cisco UCSシステム。

•次の表に一覧表示されている、いずれかの Cシリーズラックマウントサーバ、および対応
するリリースバージョンの CIMCと UCS Manager。

表 8：SingleConnect 統合での CIMC、BIOS、および UCS Manager の最低限必要なバージョン

UCS Manager（BIOS）UCS Manager
（CIMC）

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

1.5.1c1.5(1l)2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS
C22M3サー
バ

1.5.1c1.5(1l)2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS
C24M3サー
バ

1.5.1g1.5(1l)2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS
C220 M3
サーバ
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UCS Manager（BIOS）UCS Manager
（CIMC）

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

1.5.1c1.5(1l)2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS
C240 M3
サーバ

1.5.1b1.5(1l)2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS
C420 M3
サーバ

2.0.32.0(3d)2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS
C220 M4
サーバ

（2.2.3以降
が必要）

2.0.32.0(3d)2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS
C240 M4
サーバ

（2.2.3以降
が必要）

1.5.71.5(7a)2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS
C460 M4
サーバ
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Cisco UCS C220M4サーバおよび Cisco UCS C240M4サーバの場合は、MLOM
または VICを使用して、SingleConnectまたは直接接続モードで Cisco UCS
Managerと統合できます。接続アダプタは、次のように選択されます。

（注）

•MLOMのみ：サーバにMLOMのみ搭載されている場合、接続アダプタ
はデフォルトでMLOMです。

•MLOMおよび VICアダプタ：:MLOMがデフォルトの接続アダプタで
す。

•MLOMなし：

• Cisco UCS C220 M4に VICが含まれている場合は、SingleConnectま
たは直接接続の統合では Riser1（スロット 1）に VICを装着する必
要があります。

• Cisco UCS C240 M4に VICが含まれている場合は、SingleConnectま
たは直接接続の統合ではスロット 1、2、4、5のいずれかに VICを
装着できます。

•MLOMおよび VICなし：SingleConnectも直接接続もサポートされませ
ん。
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サーバには、Cisco UCS VIC 1225、Cisco VIC 1227、Cisco VIC 1225T、Cisco
VIC 1227T、Cisco VIC 1385、または Cisco VIC 1387 MLOMを装着する必要が
あります。Cisco UCSVIC 1225またはCisco VIC 1227のファームウェアおよび
ブートローダのバージョンは次のとおりです。

Cisco UCS 1225および 1227カードの場合：

•推奨：2.1(0.457a)

•最小限の要件：2.1(0.367e)

Cisco UCS 1225Tおよび 1227Tカードの場合：

•推奨バージョン：4.0.4b

•最低限必要なバージョン：4.0.4b

Cisco UCS VIC 1385および 1387 MLOMの場合：

•推奨：4.1.1a

•最小限：4.1.1a

Cisco UCS 1225、Cisco UCS 1225T、Cisco UCS 1227T、Cisco UCS 1227、Cisco
UCS 1385、および Cisco UCS 1387 VICは SingleConnectもサポートしていま
す。SingleConnectに Cisco UCS VICを使用している場合、カードが次の表で
説明されているいずれかのスロットに挿入されていることを確認してくださ

い。

表 9：SingleConnect の統合のための Cisco UCS VIC スロット

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

4Cisco UCS C420 M3サーバ

MLOM、1Cisco UCS C220 M4サーバ

MLOM、1、2、4、5Cisco UCS C240 M4サーバ

4、9、5、10Cisco UCS C460 M4サーバ

重要
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•

Cisco UCS 1225、1225T、および 1385は PCIeベースのアダプタであり、Cisco
VIC 1227、Cisco VIC 1227T、および Cisco VIC 1387はMLOMベースのアダプ
タです。

（注）

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズ FI × 2。ファブリックエクステンダ（FEX）を
接続するスイッチポートは、サーバポートとしてマークする必要があります。

•次の FEXタイプのうち 2つを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ

（注） • Cisco Nexus 2232PPまたは Cisco Nexus 2232TM-E FEXは 6200シリーズ
FIに、Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232 TM-E、または Cisco Nexus
2348UPQ EFXは 6300シリーズ FIに接続できます。

• FEXの2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要があります。
電源が接続されていて、ハードウェアに問題がある場合は、電源投入時

自己診断テスト（POST）の途中で「重大な」障害が報告されることがあ
ります。たとえば、次のエラーが表示されることがあります。「Power
supply 1 in fex 6 power: error」。このエラーは、不足してい
る電源コードを FEX電源装置に接続するとクリアできます。

• 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル X 4。

（注） •各 FEXと対応する FIの接続用ケーブル X 1（最小限）。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスのリンク用ケーブル X 1
（最小限）。

• FEXから FIへのアップリンク用ケーブル X 4（最小限）。10 Gbツイン
アキシャルケーブルか、次の SFPタイプのケーブルのいずれかを使用で
きます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE
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アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクでSFP
のタイプを混在させると、「Discovery Failed」のエラーが表示されま
す。

重要

非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、非クラスタセット
アップでサーバを統合する場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズ FI X 1。ファブリックエクステンダ
（FEX）を接続するスイッチポートは、サーバポートとしてマークする必要がありま
す。

•次のいずれかの FEXタイプを使用できます。

◦ Cisco Nexus 2232PP

◦ Cisco Nexus 2232TM-E

◦ Cisco Nexus 2348UPQ

• 10 Gb SFPケーブル X 3。

（注） • 6200シリーズ FIを使用している場合、SFPケーブルの最小要件は 2で
す。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスを接続するために 1本以
上のケーブル。

• FEXから FIへのアップリンク用ケーブルX 2（最小限）。FEXから FIへ
のアップリンクに使用する2本のケーブルごとに、10Gbツインアキシャ
ルケーブルか、次の Small Form-Factor Pluggable（SFP）タイプのケーブ
ルのいずれかを使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE
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C シリーズサーバと Cisco UCS ドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

はじめる前に

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

サーバに接続する前に、Cisco UCSVIC 1225、Cisco UCSVIC 1225T、Cisco UCSVIC 1227T、Cisco
UCS VIC 1227、Cisco UCS VIC 1385、または Cisco UCS VIC 1387が、Cisco UCSManagerとの統合
用の正しいスロットに装着されていることを確認します。カードが正しいスロットに装着されて

いない場合、サーバのシングルワイヤ管理を有効にできません。

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 データトラフィックと管理トラフィックの両方が伝送されるパスを FEXに接続します。
a) サーバのアダプタカードとファブリック Aに接続している FEXのポートの間をサポートされている

SFPケーブルで接続します。FEXの任意のポートを使用できます。
b) サーバのアダプタカードとファブリック Bに接続している FEXのポートの間をサポートされている

SFPケーブルで接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 3 FEXから FIへのパスを接続します。
a) FEX Aと FI Aの 2つのポートの間をサポートされている 2本以上の SFPケーブルで接続します。FI A
の任意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

b) FEX Bと FI Bの 2つのポートの間をサポートされている 2本以上の SFPケーブルで接続します。FI B
の任意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

（注）

• Cシリーズの統合のネットワークトポロジとケーブル接続の詳細については、「ネットワークト
ポロジとサポート対象ケーブル」の項を参照してください。

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。アップリンクの最大
数は 8です。

•アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、検出が失敗することが
あります。

ステップ 4 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地されたAC電源コンセントにコードを接続します。
ステップ 5 サーバをリブートします。
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SingleConnect のクラスタセットアップの物理的な接続の
図

次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリリー
ス 3.1の SingleConnectの物理的な接続例を示しています。次の図は、Cシリーズラックマウント
サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴールドで示されたパ
スでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

図 3：SingleConnect の配線構成

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

（注）

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル
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Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus
2232TM-E、またはCiscoNexus 2348UPQ
FEX（ファブリック B）

4Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

Cシリーズラックマウントサーバ5Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
または Cisco Nexus 2348UPQ FEX（ファブリッ
ク A）

2

サポート対象PCIeまたはMLOMスロッ
ト内の Cisco UCS VIC。

MLOMベースのアダプタ
（Cisco UCS VIC 1227、
1227T、および 1387）は、
C220M4および C240M4サー
バでのみサポートされていま

す。

（注）

6Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック B）

3

C シリーズサーバと UCS ドメインとの非クラスタセット
アップでの接続

Cシリーズサーバと UCSドメインを接続する場合は、「Cシリーズサーバと Cisco UCSドメイ
ンとのクラスタセットアップでの接続」で説明されているのと同じ手順を実行します。ただし、

2つの FIと 2つの FEXを接続する代わりに、1つの FIと 1つの FEXのみ接続する必要がありま
す。

図 4：シングルワイヤの非クラスタセットアップの例

次の図は、シングルワイヤ管理の非クラスタセットアップの例です。
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XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

（注）

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

Cシリーズラックマウントサーバ4Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
UCS VICアダプタ

5SingleConnect接続2

Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
または Cisco Nexus 2348UPQ FEX（ファブリッ
ク A）

3
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統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスク

はすべて Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIのサービスプロファイルからのみ
実行します。UCSManagerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウントサーバ
の Cisco UCS Managerは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

Cisco UCSManagerからの Cシリーズラックマウントサーバの管理の詳細については、使用して
いるリリースの『Cisco UCSManager Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章
を参照してください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バにUCSManagerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタンドアロ
ンモードに戻す（CIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCS Managerで次の処
理を行う必要があります。

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。
ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCS Managerによって割り
当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これによっ
て番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可能性が
あります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドアロンモー

ドに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可能デバイス
として表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意

ステップ 3 CIMCを工場出荷時の初期状態にリセットします。
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第 3 章

直接接続の設定

この章は、次の項で構成されています。

• 直接接続モード, 35 ページ

• Cisco UCS Manager 3.1との直接接続モード統合の要件, 36 ページ

• 管理接続ポリシーと接続モード, 39 ページ

• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, 40 ページ

• 直接接続モードのクラスタセットアップの物理的な接続の図, 41 ページ

• Cシリーズサーバと UCSドメインとの非クラスタセットアップでの接続, 42 ページ

• SingleConnectから直接接続モードへの Cシリーズサーバの移行, 43 ページ

• デュアルワイヤ管理から直接接続モードへの Cシリーズサーバの移行, 43 ページ

• 統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理, 44 ページ

• サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法, 45 ページ

直接接続モード
Cisco UCS Manager 3.1では、Cシリーズラックマウントサーバをファブリックインターコネク
トに直接接続するオプションがサポートされています。ファブリックエクステンダは不要です。

このオプションを使用すれば、管理トラフィックとデータトラフィックの両方に単一のケーブル

を使用して、Cisco UCS Managerで Cシリーズラックマウントサーバを管理できます。
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サーバとFIを接続後、サーバが検出されたら、CシリーズソフトウェアバンドルをCiscoUCS
Managerリリース 3.1で利用可能なバンドルに更新してください。

10G接続で Cisco VIC 1385および 1387を使用している場合は、40Gから 10G QSFPへのコン
バータが必要になりますが、4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブ
ルおよび 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）を使用することはできません。

（注）

直接接続モードを使用する場合は、すべての Cisco UCS管理対象アダプタを、ファブリックイン
ターコネクトのサーバポートに接続する必要があります。Cisco UCS Manager 3.1との直接接続
モード統合の要件, （36ページ）に一覧表示されているサーバファームウェアを使用している
ことを確認してください。使用していない場合は、サーバファームウェアをアップグレードして

から、サーバを Cisco UCS Managerと統合してください。Cシリーズサーバのファームウェアの
アップグレード, （60ページ）を参照してください。

VIF の拡張性

ファブリックインターコネクトに直接接続されているサーバの各アダプタで許可される仮想イン

ターフェイスの最大数については、次のマニュアルを参照してください。

『Cisco UCS Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide』

Cisco UCS Manager 3.1 との直接接続モード統合の要件
クラスタセットアップの要件

クラスタセットアップで、CシリーズラックマウントサーバとCisco UCSManagerの直接接続の
統合を作成するには、次の製品が必要です。

• Cisco UCS Managerリリース 3.1を実行している Cisco UCSシステム。

•次の表に記載されている、いずれかのサポート対象 Cisco UCS Cシリーズサーバおよび対応
する CIMCのリリースバージョン

表 10：直接接続モード統合での CIMC、BIOS、および UCS Manager の最低限必要なバージョン

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3
サーバ

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
36

直接接続の設定

Cisco UCS Manager 3.1 との直接接続モード統合の要件

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html


UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C220 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C240 M4
サーバ（2.2.3以降
が必要）

2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS C460 M4
サーバ

Cisco UCS C220 M4サーバおよび Cisco UCS C240 M4サーバの場合は、MLOMまた
は VICを使用して、SingleConnectまたは直接接続モードで Cisco UCS Managerと統
合できます。接続アダプタは、次のように選択されます。

（注）

•MLOMのみ：サーバにMLOMのみ搭載されている場合、接続アダプタはデ
フォルトでMLOMです。

•MLOMおよび VICアダプタ：:MLOMがデフォルトの接続アダプタです。

•MLOMなし：

• Cisco UCS C220 M4の場合は、直接接続統合用のために Riser1（スロット
1）に VICを装着する必要があります。

• Cisco UCS C240 M4の場合は、直接接続統合のために、スロット 1、2、
4、5のいずれかに VICを装着できます。

VICアダプタを使用する場合、統合用に40GBの接続を使用するには、MLOM
を必ず取り外してください。

（注）

•MLOMおよび VICなし：SingleConnectも直接接続もサポートされません。
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サーバには、CiscoUCSVIC 1225、CiscoVIC 1227、CiscoVIC 1385またはCisco
VIC 1387MLOMを装着する必要があります。ファームウェアとブートローダ
のバージョン要件は次のとおりです。

Cisco UCS 1225および 1227カードの場合：

重要

•推奨：2.1(0.457a)

•最小限の要件：2.1(0.367e)

Cisco UCS VIC 1385および 1387 MLOMの場合：

•推奨：4.1.1a

•最小限：4.1.1a

Cisco UCS 1225、Cisco UCS 1227、Cisco UCS 1385、Cisco UCS 1387 VICは、
直接接続もサポートします。Cisco UCSVICを使用して直接接続している場合
は、次の表に記載されているスロットのいずれかにカードを挿入してくださ

い。

表 11：直接接続統合用の Cisco VIC スロット

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2Cisco UCS C240 M3サーバ

4Cisco UCS C420 M3サーバ

MLOM、1Cisco UCS C220 M4サーバ

MLOM、1、2、4、5Cisco UCS C240 M4サーバ

4、9、5、10Cisco UCS C460 M4サーバ

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズ FI × 2。ポートはサーバポートとして設定する
必要があります。

• 1枚のカードに対して、少なくとも 2本の 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブ
ル。
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非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、非クラスタセット
アップでサーバを統合している場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズ FI X 1。ポートはサーバポートとして設
定する必要があります。

•カードごとに、少なくとも1本の10GbSFPケーブル。両方のポートから同じFIにカー
ドを接続することはできません。

管理接続ポリシーと接続モード
Cisco UCSドメインの Cシリーズラックマウントサーバに対する物理接続を確立する場合は、
Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで接続モードと管理ポリシーを指定する必
要があります。管理ポリシーは、接続されているすべての Cシリーズラックマウントサーバに
対してグローバルです。接続モードにより、Cisco UCS Managerでのラックサーバの検出方法が
決まります。直接接続はサイドバンド接続のみサポートしています。

ラックサーバには、次のいずれかの接続ポリシーを指定できます。

•自動確認：これは、Cシリーズラックマウントサーバに推奨されるデフォルトの接続モー
ドです。接続モードが自動確認の場合、Cisco UCS Managerは、物理接続が確立されるとす
ぐにラックサーバを検出し、指定された管理ポリシーに基づいてサーバの管理を開始しま

す。

•ユーザ確認：接続モードがユーザ確認の場合は、物理接続が確立されると、CiscoUCSManager
GUIまたは Cisco UCS Manager CLIで接続を手動で確認し、接続モードを指定して検出を開
始する必要があります。CiscoUCSManagerは、接続モードが指定されるまでCシリーズラッ
クマウントサーバの検出を開始しません。

Cisco UCS Managerによってラックサーバが検出され、管理されている場合、1台の Cシリー
ズラックマウントサーバの既存の接続モードを変更するには、そのサーバを停止してから再

起動して、新しい接続モードを指定する必要があります。Cisco UCS Managerは、その時初め
て、新しい接続モードでサーバを検出できるようになります。

（注）
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C シリーズサーバと Cisco UCS ドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

はじめる前に

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

• FIポートがサーバポートとして設定されていることを確認します。設定されていない場合
は、Cisco UCS Manager GUIを使用して、サーバポートとして再設定します。

•サーバを接続する前に、Cisco UCSManagerとの統合用の正しいスロットにCisco UCSVICが
装着されていることを確認します。カードが正しいスロットに装着されていない場合、サー

バの直接接続管理を有効にできません。

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 FIでサーバポートを設定します。
ステップ 3 Cisco UCS VICアダプタからのパスを FIのサーバポートに接続します。

a) サーバと FI Aの 1つのポートの間をサポートされている 1本の SFPケーブルで接続します。FI Aの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

VICから 1本のケーブルを 1枚のカードの FIに接続します。両方のポートを同じ FIに接続することは
できません。

b) サーバと FI Bの 1つのポートの間をサポートされている 1本の SFPケーブルで接続します。FI Bの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

（注） •アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery
Failed」エラーが表示されます。

• Cシリーズの統合のネットワークトポロジとケーブル接続の詳細については、「ネット
ワークトポロジとサポート対象ケーブル」の項を参照してください。

ステップ 4 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地されたAC電源コンセントにコードを接続します。

電源を入れるとサーバディスカバリが開始されます。
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直接接続モードのクラスタセットアップの物理的な接続

の図
次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリリー
ス 3.1の直接接続モードでの物理的な接続例を示しています。次の図は、Cシリーズラックマウ
ントサーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴールドで示され
たパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

図 5：直接接続の配線構成

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

（注）

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

Cシリーズラックマウントサーバ3Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
UCS VIC

4Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック B）

2
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C シリーズサーバと UCS ドメインとの非クラスタセット
アップでの接続

非クラスタセットアップで、Cシリーズサーバと UCSドメインを接続する場合は、Cシリーズ
サーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, （40ページ）で説明されてい
るのと同じ手順を実行します。ただし、クラスタセットアップのように、2つの FIを使用して 2
本のケーブルを接続する代わりに、1つの FIと 1本のケーブルのみをアダプタに接続します。

図 6：直接接続モードの非クラスタセットアップの物理的な接続の図

次の図は、サーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線構成を示しています。ゴールドで
示されたパスでは、管理トラフィックとデータトラフィックの両方が伝送されます。

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

（注）

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

Cシリーズラックマウントサーバ21

Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファブ
リック A） サポート対象 PCIeスロット内の Cisco

VIC。
3
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SingleConnect から直接接続モードへの C シリーズサーバ
の移行

この移行手順を実行する前に、CiscoUCSManagerGUIの [Global Policies]ページで、[RackDiscovery
Policy]と [Rack Management Connection Policies]を [Immediate]や [Auto Acknowledge]などのデフォ
ルトに設定してください。そうすることで、サーバをFIに直接接続すると、すぐにそのサーバが
検出され、ユーザの操作を待たずに、Cisco UCS Managerによるサーバの管理が開始されます。

SingleConnect FEX接続から直接接続への移行は、中断の生じるプロセスです。この移行は、
スケジュールされた停止時間内に行ってください。この手順は、完了するまで 15 ~ 20分かか
る場合があります。

注意

ステップ 1 FIでサーバポートを設定します。
ステップ 2 FEXからケーブルを外して、ファブリックインターコネクトのポートに接続します。
ステップ 3 Cisco UCS Manager GUIでサーバを右クリックして、ポップアップメニューから [Recover Server]または

[Server Maintenance]を選択します。
ステップ 4 [Re-acknowledge]クリックして、[OK]を選択します。

これでサーバが再起動します。

サーバを再起動したら、通常の運用を再開できます。

デュアルワイヤ管理から直接接続モードへの C シリーズ
サーバの移行

この移行手順を実行する前に、CiscoUCSManagerGUIの [Global Policies]ページで、[RackDiscovery
Policy]と [Rack Management Connection Policies]を [Immediate]や [Auto Acknowledge]などのデフォ
ルトに設定してください。そうすることで、サーバをFIに直接接続すると、すぐにそのサーバが
検出され、ユーザの操作を待たずに、Cisco UCS Managerによるサーバの管理が開始されます。

注意 •デュアルワイヤ FEX接続から直接接続への移行は、中断の生じるプロセスです。この移
行は、スケジュールされた停止時間内に行ってください。この手順は、完了するまで 15
~ 20分かかる場合があります。

•移行を実行する前にサーバを停止する必要があります。
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デュアルワイヤ管理モードで接続されているサーバに対して直接接続モードを有効にするには、

アダプタを変更する必要があります。アダプタを変更すると、ベアメタルWindowsシステムの
PCIeの番号付けに影響を与えることがあります。OSにリストされているアダプタを変更すると、
それらはアダプタ 3と 4になります。スタティックアドレスを使用している場合は、サーバから
前のアダプタを取り外す必要があります。詳細については、次のサイトを参照してください。
http://support.microsoft.com/kb/269155

ステップ 1 FIでサーバポートを設定します。
ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

ステップ 3 Cisco UCS VIC 1225または Cisco UCS VIC 1227を使用していない場合は、サーバで Cisco UCS VICを物理
的に変更します。

a) サーバの背面から、電源ケーブル、Management LOMと SFP Twinax接続ケーブルを外します。
b) サーバをスライドしてラックから外し、上部カバーを取り外します。
c) PCIeライザカードをスロットから外し、既存のアダプタを取り外して、Cisco UCS VIC 1225を装着し
ます。

d) PCIeライザカードをスロットに再度装着し、上部カバーをサーバに戻し、サーバを押してラックに戻
します。

e) （任意）デュアルワイヤモードで、FEXをサーバに接続する必要がなくなった場合は、FEXを Cisco
UCS Managerから外し、電源を入れて、ラックサーバから FEXを取り外します。

ステップ 4 Cisco VICのポートから FIのポートに SFP Twinaxケーブルを接続します。
ステップ 5 サーバに電源ケーブルを再度接続します。

CIMCがスタンバイになるので、サーバの電源を入れる必要はありません。

次の作業

CiscoUCSManagerGUIからサーバを再起動します。再起動が完了すると、サーバが運用可能にな
り、サービスプロファイルをサーバに適用できます。

統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスク

はすべて Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIのサービスプロファイルからのみ
実行します。UCSManagerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウントサーバ
の Cisco UCS Managerは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。
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Cisco UCSManagerからの Cシリーズラックマウントサーバの管理の詳細については、使用して
いるリリースの『Cisco UCSManager Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章
を参照してください。

サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バにUCSManagerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタンドアロ
ンモードに戻す（CIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCS Managerで次の処
理を行う必要があります。

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。
ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCS Managerによって割り
当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これによっ
て番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可能性が
あります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドアロンモー

ドに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可能デバイス
として表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意

ステップ 3 CIMCを工場出荷時の初期状態にリセットします。
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第 4 章

デュアルワイヤ管理の設定

この章は、次の項で構成されています。

• デュアルワイヤ管理, 47 ページ

• Cisco UCS Managerとのデュアルワイヤ統合の要件, 47 ページ

• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, 50 ページ

• クラスタセットアップの物理的な接続の図, 52 ページ

• Cシリーズサーバと UCSドメインとの非クラスタセットアップでの接続, 53 ページ

• 統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理, 54 ページ

• サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法, 55 ページ

• 統合型サーバに関する特記事項, 55 ページ

デュアルワイヤ管理
Cisco UCS Managerバージョン 3.1では、共有 LOMを通じて既存のラックサーバ統合および管理
オプションがサポートされ、データトラフィックと管理トラフィックに 2本の異なるケーブルが
使用されます。CiscoUCSManagerと統合するための前提条件は、Cシリーズサーバに組み込まれ
ています。Cisco UCS Managerと統合するための正しいサーバファームウェアを使用しているこ
とを確認してください。使用していない場合は、サーバファームウェアをアップグレードしてか

ら、サーバを Cisco UCS Managerと統合してください。『Cisco UCS Host Upgrade Utility, User
Guide』を参照してください。

Cisco UCS Manager とのデュアルワイヤ統合の要件
クラスタセットアップの要件

以下は、クラスタセットアップにおける Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerバージョン 3.1
との統合の要件です。
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• Cisco UCS Managerソフトウェアリリース 3.1が動作する Cisco UCSシステム。

•デュアルワイヤ統合をサポートするアダプタ。

デュアルワイヤ管理はCiscoVICアダプタでのみサポートされており、サード
パーティ製アダプタではサポートされていません。

（注）

•任意の Cisco UCS Cシリーズサーバおよび対応する Cisco UCS Managerリリースバージョ
ン。

（注） • Cisco UCS 1225、Cisco UCS 1225T、Cisco UCS 1227T、Cisco UCS 1227、
Cisco UCS 1385、および Cisco UCS 1387 VICは、デュアルワイヤ管理も
サポートしています。デュアルワイヤ管理に Cisco UCS VICを使用して
いる場合は、次の表に記載されているスロットのいずれかにカードを挿

入してください。

表 12：デュアルワイヤ統合用の Cisco UCS VICスロット

PCIe スロットサーバ

1Cisco UCS C22 M3サーバ

1Cisco UCS C24 M3サーバ

1Cisco UCS C220 M3サーバ

2、5Cisco UCS C240 M3サーバ

1、4、7Cisco UCS C420 M3サーバ

任意の x16スロットCisco UCS C220 M4サーバ

任意の x16スロットCisco UCS C240 M4サーバ

2、3、4、5、7、8、9、10Cisco UCS C460 M4サーバ

スロット 1と 6に、Cisco
VIC1225を装着すること
はできません。

（注）

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズ FI × 2。サーバトラフィックを伝送するスイッ
チポートがサーバポートとしてイネーブルになっている必要があります。

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
48

デュアルワイヤ管理の設定

Cisco UCS Manager とのデュアルワイヤ統合の要件



•次の FEXタイプのうち 2つを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ

（注） • Cisco Nexus 2232PPまたは 2232TM-E FEXは 6200シリーズ FIに、Cisco
Nexus 2232PP、2232 TM-E、または 2348UPQは 6300シリーズ FIに接続
できます。

• FEXの2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要があります。
電源装置が電源に接続されていない場合は、電源投入時自己診断テスト

（POST）中に「重大な」障害の報告が表示されることがあります。たと
えば、「Power supply 1 in fex 6 power: error」などです。不
足している電源コードを FEX電源装置に接続すると、これらのエラーを
クリアできます。

• RJ-45イーサネットケーブル × 2。RJ-45イーサネットケーブルは、管理トラフィックパス
の接続に使用されます。

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）× 2。

• 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル X 4。

（注） •各 FEXと対応する FIの接続用ケーブル X 1（最小限）。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスのリンク用ケーブル X 2
（最小限）。

• FEXから FIへのアップリンク用ケーブル X 4（最小限）。10 Gbツイン
アキシャルケーブルか、次の SFPタイプのケーブルのいずれかを使用で
きます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクでSFP
のタイプを混在させると、「Discovery Failed」エラーが表示されます。

重要
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非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、非クラスタセット
アップでサーバを統合する場合は、次のコンポーネントが必要です。

• Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300シリーズ FI X 1。ファブリックエクステンダ
（FEX）を接続するスイッチポートは、サーバポートとしてマークする必要がありま
す。

•次のいずれかの FEXタイプを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ

• RJ-45イーサネットケーブル X 1。RJ-45イーサネットケーブルは、管理トラフィック
パスを接続します。

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）X 1。

• 10 Gb SFPケーブル X 3。

（注） • 6200シリーズ FIを使用している場合は、少なくとも 4本の SFPケーブ
ルが必要です。

•サーバと FEXの間のデータトラフィックパスの接続用のケーブルX 2。

• FEXからファブリックインターコネクトへのアップリンク用のケーブル
X 4。FEXから FIへのアップリンクに使用する 4本の各ケーブルでは、
サポートされている 10 Gbツインアキシャルケーブルか、次の SFPタイ
プのケーブルのいずれかを使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

C シリーズサーバと Cisco UCS ドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

各 Cシリーズラックマウントサーバの接続の図については、クラスタセットアップの物理的な
接続の図, （52ページ）を参照してください。
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Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの CIMCが工場出荷時の設定に設定されているこ
とを確認してください。

重要

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 管理トラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) GLC-Tトランシーバをファブリック Aに接続されている FEXのポートに挿入します。FEXの任意の
ポートを使用できます。

b) GLC-Tトランシーバをファブリック Bに接続されている FEXのポートに挿入します。FEXの任意の
ポートを使用できます。

c) サーバの背面パネルにある 1Gbポートと、ファブリックAのFEXに挿入したトランシーバとの間を、
RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

d) サーバの背面パネルにある 1Gbポートと、ファブリックBのFEXに挿入したトランシーバとの間を、
RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

ステップ 3 データトラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) サーバのアダプタカードとファブリック Aの FEXのポートの間をサポートされている SFPケーブル
で接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

b) サーバのアダプタカードとファブリック Bの FEXのポートの間をサポートされている SFPケーブル
で接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 4 FEXから FIへのパスを接続します。これらのパスでは、データトラフィックと管理トラフィックの両方
が伝送されます。

a) FEX Aと FI Aの 2つのポートの間をサポートされている 2本の SFPケーブルで接続します。FI Aの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

b) FEX Bと FI Bの 2つのポートの間をサポートされている 2本の SFPケーブルで接続します。FI Bの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

（注）

• Cシリーズの統合のネットワークトポロジとケーブル接続の詳細については、「ネットワークト
ポロジとサポート対象ケーブル」の項を参照してください。

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。

•アップリンクの最大数は 8です。FEXと FIとの間のポートの配線に関する要件は、Cisco UCS
Managerの FIディスカバリポリシーに基づいて変化します。

•アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery Failed」
というエラーが発生します。
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ステップ 5 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地されたAC電源コンセントにコードを接続します。
ステップ 6 サーバをリブートします。

クラスタセットアップの物理的な接続の図
次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCS Managerリリー
ス 3.1の物理的な接続例を示しています。

次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSManagerを統合する場合の配線構成を
示しています。青色で示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで示され

たパスでは、データトラフィックが伝送されます。

図 7：クラスタセットアップの配線構成

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

（注）

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル
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Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus
2232TM-E、またはCiscoNexus 2348UPQ
FEX（ファブリック B）

6Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

Cシリーズラックマウントサーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
または Cisco Nexus 2348UPQ FEX（ファブリッ
ク A）

3

サポート対象PCIeまたはMLOMスロッ
ト内の 10 Gbアダプタカード

9Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック B）

4

FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5

C シリーズサーバと UCS ドメインとの非クラスタセット
アップでの接続

Cシリーズサーバと UCSドメインを接続する場合は、「Cシリーズサーバと Cisco UCSドメイ
ンとのクラスタセットアップでの接続」で説明されているのと同じ手順を実行します。ただし、

2つの FIと 2つの FEXを接続する代わりに、1つの FIと 1つの FEXのみ接続します。

図 8：デュアルワイヤの非クラスタセットアップの例

次の図は、デュアルワイヤ管理の非クラスタセットアップの例です。
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XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

（注）

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

Cisco UCS Cシリーズサーバ4Cisco UCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

1 Gbイーサネット LOMポート5FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
UCS VICアダプタ

6Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
または Cisco Nexus 2348UPQ FEX（ファブリッ
ク A）

3

統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスク

はすべて Cisco UCSManager GUIまたは Cisco UCSManager CLIのサービスプロファイルからのみ
実行します。UCSManagerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウントサーバ
の Cisco UCS Managerは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出した各ラックマウントサーバの情報、エラー、および障害を提供し
ます。

Cisco UCSManagerからの Cシリーズラックマウントサーバの管理の詳細については、使用して
いるリリースの『Cisco UCSManager Configuration Guide』の「Managing Rack-Mount Servers」の章
を参照してください。

   Cisco UCS C シリーズサーバと Cisco UCS Manager 3.1との統合
54

デュアルワイヤ管理の設定

統合後の Cisco UCS Manager でのラックマウント型サーバの管理

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html


サーバを Cisco UCS ドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCSManagerソフトウェアを使用してCisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、そのサー
バにUCSManagerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタンドアロ
ンモードに戻す（CIMCソフトウェアで管理できるようにする）場合は、UCS Managerで次の処
理を行う必要があります。

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。
ステップ 2 サーバの稼働を中止する。

サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCS Managerによって割り
当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これによっ
て番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可能性が
あります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドアロンモー

ドに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可能デバイス
として表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意

ステップ 3 CIMCを工場出荷時の初期状態にリセットします。

統合型サーバに関する特記事項
Cisco UCSシステムの Cシリーズサーバに接続する場合は、次の点を確認してください:

•統合サーバでの Cisco UCS VICファームウェアと ubootイメージの更新, （64ページ）

•統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態, （56ページ）

•アダプタカードの注意事項と制約事項, （56ページ）

• FEXの考慮事項, （57ページ）

サポートされている FEX-to-FI のアップリンクケーブルの SFP タイプ
Cシリーズ UCSMの統合には、次の用途で 10 Gb SFPケーブルが 6本必要です。

•サーバと FEXとの間のデータトラフィックのパスの接続：ケーブル 2本

• FEXから FIへのアップリンク：ケーブル 4本

FEXから FIへの 4つのアップリンクでは、Cisco 10 Gb Twinaxケーブルか、次の SFPタイプ
のいずれかを使用できます。
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◦ SFP-10GE-SR

◦ FET-10GE

アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクで SFPのタイプを混
在させると、「Discovery failed」のエラーが発生します。

注意

統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態

電源ボタンまたは Cisco UCS Managerを使用して、統合された Cシリーズサーバの対応するサー
ビスプロファイルに希望する電源の状態をDownと設定している場合、サーバを停止させてDown
状態にしようとすると、サーバと実際の電源の状態が一致しなくなります。これにより、この後、

サーバが予期せずシャットダウンすることがあります。

電源がオフの状態からサーバを安全に再起動するには、Cisco UCS Managerでブートサーバアク
ションを使用します。

次の表は、サーバの電源ボタンを使用した場合に、サーバの実際の電源状態とCiscoUCSManager
サービスプロファイルの電源状態がどのように違うかを示しています。

表 13：サーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態の違い

サービスプロ

ファイルで必

要とされる電

源状態

[UCSM
Equipment] タブ
に表示される

電源状態

アクション後

の実際のサー

バの電源状態

実際の電源ボ

タンによる操

作

サーバの初期

電源状態

サービスプロ

ファイルの初

期電源状態

ダウン点灯点灯ボタンを押し

て電源を入れ

る

消灯ダウン

アップ消灯消灯ボタンを押し

て電源を切る

点灯アップ

アダプタカードの注意事項と制約事項

CiscoUCSCシリーズサーバとCiscoUCSManagerとの統合でアダプタカードを使用する場合は、
次の点を検討してください。

• Cisco UCS Managerでは、サーバに PCIスロットが 5つ以上ある場合でも、統合された Cisco
UCS Cシリーズサーバでは 4つの UCS管理対象アダプタカードのみサポートされます。
サーバに 5つ以上のアダプタカードが搭載されている場合、統合後に、Cisco UCS Manager
でのラックサーバの検出が失敗します。
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• UCSで管理されるサーバでアダプタカードの追加、削除、または交換を行う場合は、まず
Cisco UCS Managerでサーバの稼働を中止する必要があります。処理が終了したら、サーバ
を再稼働させます。

•クラスタUCSManager環境にあるサーバの各アダプタに複数のアダプタを装着する場合は、
各アダプタをパスAとBの両方に接続する必要があります。アダプタの両方のポートを単一
のパスに接続しようとすると、サポート対象外の構成であるために検出が失敗します。各ア

ダプタからファブリックに 1つのリンクのみ接続しようとすると、カード障害時にサーバが
再起動して、データパスが再検出されることがあります。これらのシナリオはいずれも、接

続オプションではサポートされていません。

FEX の考慮事項

FEX の稼働中止/再稼働後の接続先サーバの再確認

Cisco UCS FEXの稼働中止または再稼働後は、必ずその FEXに接続されているすべてのサーバを
UCS Managerで再確認する必要があります。
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第 5 章

Cisco UCS Manager と統合するための以前の
リリースバージョンのサーバのアップグ

レード

この章は、次の項で構成されています。

• アップグレードに必要な項目, 59 ページ

• Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード, 60 ページ

• 統合サーバでの Cisco UCS VICファームウェアと ubootイメージの更新, 64 ページ

• リリース 3.1への構成の移行, 66 ページ

アップグレードに必要な項目
次に、CシリーズサーバとCiscoUCSManagerとの統合へのアップグレードに対する、最低のサー
バ CIMCバージョンおよび Cisco UCS Managerバージョンの要件を示します。

UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C22 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C24 M3
サーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C220 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C220 M4
サーバ（2.2.3以降が
必要）
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UCS ManagerBIOSCIMCサーバ

2.1(2a)1.4.7a1.4(6)Cisco UCS C240 M3
サーバ

2.2(3a)2.0.32.0(3d)Cisco UCS C240 M4
サーバ（2.2.3以降が
必要）

2.1(2a)1.4.81.4(7)Cisco UCS C420 M3
サーバ

2.2(2a)1.5.71.5(7a)Cisco UCS C460 M4
サーバ

C シリーズサーバのファームウェアのアップグレード
サーバの CIMCのリリースバージョンが Cisco UCS Managerとの統合の要件を満たしていない場
合は、サーバを Cisco UCSドメインに接続する前に、サーバのファームウェアをアップグレード
してください。Cシリーズサーバファームウェアのアップグレードの詳細については、次のURL
にある対象リリースのホストアップグレードユーティリティクイックスタートガイドを参照し

てください。http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html [英語]http://
www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html
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Cisco UCS C220 M4または C240 M4サーバの Cシリーズサーバファームウェアを Cisco UCS
Manager 2.2(6c)にアップグレードする場合は、次の重大なアラームが表示されます。
Board controller upgraded, manual a/c power cycle required on server x

CSCuv45173に記載されているとおり、このアラームは誤って重大なアラームとして分類され
ています。このアラームはサーバの機能に影響を与えないため、無視しても構いません。

このアラームが表示されないようにするには、次のいずれかを行います。

重要

• Cisco UCS Managerでカスタムホストファームウェアパッケージを作成して、ボードコ
ントローラファームウェアを Cisco UCS Manager 2.2(6c)への更新から除外し、古いバー
ジョンを保持します。

• Cisco UCS Managerインフラストラクチャ（Aバンドル）をリリース 2.2(6c)にアップグ
レードし、『Release Notes for Cisco UCS Manager, Release 2.2』の表 2の混在ファームウェ
アサポートマトリックスに従って、すべての Cisco UCS C220 M4または C240 M4サーバ
上でホストファームウェア（Cバンドル）を引き続き古いバージョンで実行します。

ステップ 1 HUU ISOファイルをダウンロードします。
a) http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlにアクセスします。
b) 中央のカラムで、[Servers – Unified Computing]をクリックします。
c) 右側のカラムで、[Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでサーバのモデル名を選択します。
e) [Unified Computing System (UCS)Server Firmware]をクリックします。
f) リリース番号を選択します。
g) [Download Now]をクリックして ucs-server platform-huu-version_number.isoファイルを
ダウンロードします。

h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、このファイルを保存する場所を参照します。

ステップ 2 ローカルアップグレード用に ISOを準備する場合は、このステップを完了するか、ステップ 3に進みま
す。

a) 書き込み可能なディスク（CD）に ISOイメージを書き込みます。
b) VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。
c) ディスクを Cisco Cシリーズサーバの USB DVDドライブに挿入します。
d) ステップ 4に進みます。

ステップ 3 KVMコンソールを使用してリモートアップグレードのために ISOを準備します。
a) ブラウザを使用して、アップグレードするサーバ上の CIMC GUIソフトウェアに接続します。
b) ブラウザのアドレスフィールドにサーバの CIMC IPアドレスを入力し、次にユーザ名とパスワードを
入力します。

c) ツールバー上の [Launch KVM Console]をクリックして、KVMコンソールを起動します。
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d) KVMコンソールで、[Virtual Media]をクリックします。
e) [Add Image]をクリックし、ucs-server-name-huu-version_number.iso fileをクリックします。
f) [Client View]領域の [Mapped]カラムで、追加する ISOファイルのチェックボックスをオンにし、マッ
ピングが完了するまで待機します。

g) ISOファイルがマップ済みリモートデバイスとして現れたら、ステップ 4に進みます。

ステップ 4 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くよう求められたら、F6を押します。
ステップ 5 [Boot Menu]画面で、準備された ISOを選択します。

•ローカルアップグレードの場合は、物理または外部接続された CD/DVDデバイスを選択してから、
[Enter]を押します。

•リモートアップグレードの場合は、[Cisco vKVM-Mapped vDVD1.22]を選択し、[Enter]を押します。

選択したデバイスからサーバがブートします。

ステップ 6 HUUをブートすると、Cisco End User License Agreement（EULA）が表示されるので、EULAを読み、

• [I Agree]をクリックしてライセンス契約書に同意し、更新を進めます。

•キャンセルする場合は [I Disagree]をクリックします。

EULAに同意すると、[Cisco Host Upgrade Utility]ウィンドウが表示され、更新が利用可能なすべてのコン
ポーネントのリストが表示されます。

ステップ 7 リストされたすべてのコンポーネントを更新する場合は、[Update all]をクリックします。
（注） •バージョン 1.5(1l)以前から、またはバージョン 1.5.3から 2.0 (x)に更新する場合は、Cisco

IMCのアクティブなバージョンとバックアップバージョンの両方が 2.0(x)に更新されま
す。

•更新中に KVM接続が切断されるため、更新の進行状況を表示するには再接続する必要が
あります。

ステップ 8 リストの特定のコンポーネントを更新する場合は、更新するコンポーネントを選択します。

ステップ 9 [Update]をクリックします。
（注） •あるコンポーネントのファームウェアを特に更新する場合を除き、[Update all]オプション

を使用してすべてのコンポーネントのファームウェアを更新することを推奨します。

• 3つのコンポーネント（BIOS、CIMC、または CMC）のいずれかのファームウェアを更新
する場合は、他の2つのコンポーネントのファームウェアも更新することをお勧めします。

• CIMCファームウェアを更新する場合は、[Exit]をクリックしてから [Ok]をクリックして
CIMCファームウェアをアクティブにします。

• CIMCと他のコンポーネントを一緒に更新することを選択し、BIOSを選択していない場合
は、終了時にシャーシファームウェアを更新するよう求めるプロンプトが表示されるの

で、確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックしてシャーシファームウェアを更新しま
す。
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これにより更新が開始され、更新のステータスが、[Update Status]カラムに表示されます。また、ファー
ムウェアの更新中は、[ExecutionLogs]セクションに、関連する一連のアクティビティとステータスの詳細
なログが表示されます。

ステップ 10 サーバのハードディスクのファームウェアを更新する場合は、[UpdateHDDFirmware]をクリックします。
ウィンドウに新しいファームウェアをサポートするサーバのハードディスクドライブのリストが表示され

ます。ファームウェアのアップグレードをサポートしていないハードディスクドライブは表示されませ

ん。

ハードディスクドライブのファームウェアを更新すると、データ損失が発生する可能性がありま

す。ファームウェアを更新する前に完全なシステムバックアップを作成することをお勧めしま

す。

重要

a) すべてのハードディスクのファームウェアを更新するには、[Update All]をクリックします。
このオプションでは、最新のファームウェアがインストールされた HDDは更新されません。

b) 特定の HDDを更新するには、HDDを選択し、[Update]をクリックします。

ステップ 11 サーバをリブートします。

ステップ 12 サーバをリブートして、[LastUpdateVerify]をクリックし、更新が正常に完了したかどうかを確認します。
このアクションは、各コンポーネントで、以前 HUUを使用して更新されたファームウェアのバージョン
と、コンポーネントのファームウェアの現在のバージョンを比較し、更新のステータスを表示します。

ステップ 13 更新ステータスのログファイルを後で使用できるように保存する場合は、[SaveLogs]をクリックします。
更新の詳細なステータスを含むログファイルは、サーバに物理的または KVM vMedia経由で接続されて
いる外部 USBデバイスに保存されます。

ファームウェアの更新中にエラーが発生すると、エラーログを保存するよう求められます。接

続された外部 USBにログを保存する場合は、[Save Logs]をクリックします。このログは、エ
ラーの原因の特定とトラブルシューティングに使用できます。

（注）

ステップ 14 HUUを終了する場合は、[Exit]をクリックします。
（注） • CIMCを更新し、BIOSを更新していない場合は、[Exit]をクリックするとCIMCがアクティ

ブになり、CIMCと KVMへの接続が切断されます。

•更新用に LOMを選択しており、Shared LOMモードである場合は、[Exit]をクリックする
と CIMCと KVMへの接続が切断されます。

次の作業

サーバを互換性のあるサーバリリースバージョンにアップグレードしたら、サーバへの物理接続

を確立して、サーバをCiscoUCSドメインの一部にする必要があります。サーバをCiscoUCSFEX
および FIに接続するには、SingleConnectの場合はCシリーズサーバとCisco UCSドメインとのク
ラスタセットアップでの接続, （30ページ）、デュアルワイヤ管理の場合はCシリーズサーバと
Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続, （50ページ）を参照してください。
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統合サーバでの Cisco UCS VIC ファームウェアと uboot イ
メージの更新

Cisco UCS VICファームウェアと ubootのバージョンが 2.0(2g)よりも前のバージョンの場合は、
サーバと Cisco UCS Managerのいずれかのバージョンを統合すると、UCS Managerソフトウェア
から検出および関連付け/関連付け解除に関する障害が返されます。このような障害を防ぐため
に、次の操作を実行してください。

•サーバとUCSシステムを統合する前に、VICファームウェアと ubootイメージを、スタンド
アロンモードで最低限必要な 2.0(2g)のレベルにアップグレードします。

•サーバがすでに統合されている場合は、UCS Managerソフトウェアで VIC ubootイメージを
アップグレードすることはできません。統合からサーバをいったん削除して、Cisco Host
Upgrade Utilityを使用してカードおよびサーバのファームウェアをアップグレードする必要
があります。

次の手順では、サーバが Cisco UCS Managerと統合されているときにアップグレードするプ
ロセスについて説明します。

ステップ 1 UCS Managerによるサーバの稼働を中止します。
ステップ 2 サーバの 1 Gb LOMポートからケーブルを取りはずします。
ステップ 3 LANから 1 Gb LOMポートのいずれか 1つ（UCSMモードでディセーブルにした専用の管理ポート以外）

にイーサネット回線を接続します。

ステップ 4 お使いのサーバに対応する Host Upgrade Utility ISOファイルのダウンロードをオンラインで検索し、ワー
クステーションの一時保存場所にダウンロードします。

a) URL http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlを参照してください。
b) 中央のカラムで [Unified Computing and Servers]をクリックします。
c) 右側のカラムで [Cisco UCS C-Series Rack-Mount Standalone Server Software]をクリックします。
d) 右側のカラムでお使いのサーバのモデルをクリックします。
e) [Unified Computing System (UCS)Server Firmware]をクリックします。
f) ダウンロードするリリース番号をクリックします。
g) [Download Now]をクリックして ISOファイルをダウンロードします。
h) 次のページで情報を確認後、[Proceed With Download]をクリックします。
i) 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、ISOファイルを保存する場所を指定します。

ステップ 5 ISOを準備します。ローカルアップグレードの場合はローカルメディアを、リモートアップグレードの
場合は仮想デバイスを準備します。
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説明オプション

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 書き込み可能な DVDに ISOイメージを書き込みます。

2 VGAモニタと USBキーボードを Cisco Cシリーズサーバに接続します。

3 Cisco Cシリーズサーバの DVDドライブまたは外付け DVDドライブに DVDを
挿入します。

ローカルアップグ

レード

ステップ 3に進む前に、次の手順を実行します。

1 ブラウザを使用して、アップグレードしているサーバ上の CIMC Managerソフト
ウェアに接続します。

2 ブラウザのアドレスフィールドにサーバのCIMCIPアドレスを入力し、次にユー
ザ名とパスワードを入力します。

3 KVMキーボードのアイコンをクリックして [KVM Console]ウィンドウを開きま
す。

4 Virtual KVMコンソールウィンドウが開いたら、[Tools] > [Launch Virtual Media]
を選択します。

5 [Virtual Media Session]ウィンドウで、[Add Image]をクリックし、ユーティリティ
ISOファイルを検索し、選択します。ISOをダウンロードした場所に移動します。
ISOイメージが [Client View]領域に表示されます。

6 [Virtual Media Session]ウィンドウで、追加した ISOファイルに対応する [Mapped]
カラムのチェックボックスを選択して、マッピングが完了するのを待ちます。

[Details]領域の進行状況を観察します。

これで ISOイメージがリモートデバイスにマッピングされました。

リモートアップグ

レード

ステップ 6 サーバを起動し、[Boot Menu]画面を開くためのメッセージが表示されたら、F6を押します。
ステップ 7 [Boot Menu]画面で、ステップ 2で ISOを作成したデバイスを選択します。

•ローカルでアップグレードを行っている場合は、物理的なCD/DVDデバイスを選択し、Enterを押し
ます（たとえば [SATA5:TSSTcorp CDDVDW TS-L633C]など）。

•リモートでアップグレードを行っている場合は、[Cisco Virtual CD/DVD]を選択し、Enterを押しま
す。

選択したデバイスからサーバがリブートされます。

ステップ 8 画面に BIOSと CIMCファームウェアのバージョンが表示されます。プロンプト「Have you read the
Cisco EULA (end user license agreement)?」に応答します。

• EULAに同意して更新を続ける場合は yを押します。
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• EULAを読むには nを押します。EULAが表示され、更新を続けるには yを、キャンセルするには n
を押すよう求められます。nを押すと、更新を行わずにサーバが再起動されます。

•更新を行わずに終了するには、qを押します。qを選択するとサーバが再起動されます。

[Host Upgrade Menu]画面が表示されます。

ステップ 9 [Update UCS VIC]オプションを選択します。カードファームウェアと ubootイメージが必要なレベルに更
新されます。

ステップ 10 [Update CIMC Firmware]オプションを選択します。CIMCファームウェアが更新されます。
ステップ 11 次の画面でファームウェアレベルを確認します。

ステップ 12 [Reboot the machine]オプションを選択します。
ステップ 13 再起動中に F8プロンプトが表示されたら、F8を押して CIMC Configuration Utilityを開きます。
ステップ 14 CIMC Configuration Utilityで [CIMC Factory Default]オプションを選択し、F10を押して変更内容を保存し

ます。

ステップ 15 FEXからサーバの 1 Gb LOMポートにケーブルを再度接続します。
ステップ 16 UCS Managerでサーバを再稼働させます。

リリース 3.1 への構成の移行
Cisco UCS Cシリーズサーバが Cisco UCS Managerと統合されていて、検出され、サービスプロ
ファイルと関連付けられている場合、構成を Cisco UCS Managerの後続バージョンに移行できま
す。

（注） •この移行プロセスではサーバのダウンタイムが発生します。

•この手順では、サーバから FEXに接続する管理パスと FIに直接接続するデータパスが
あるシナリオについて説明します。

ステップ 1 サーバ OSをシャットダウンします。
ステップ 2 Cisco UCS Managerで、Cisco UCSドメインからすべての Cシリーズサーバを停止します。
ステップ 3 2248 FEXに接続されているすべての FIサーバポートの構成を解除します。

NX-OS show fexコマンドを発行して、FEXの構成が解除されたことを確認します。コマンドの出力にFEX
が表示されなくなるまで待ちます。
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ステップ 4 FEXと FIを接続するケーブルを取り外します。
ステップ 5 CiscoUCSManagerCLIで、remove fex fex_IDコマンドを発行して、データベースからFEXを削除します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIで、サーバのアダプタカードに接続されているすべての FIサーバポートの構成
を解除します。

ステップ 7 FIとサーバのアダプタカードを接続するケーブルを取り外します。
ステップ 8 FEXとサーバの LOMコネクタを接続するケーブルを取り外します。
ステップ 9 CiscoUCSManagerソフトウェアを3.1に、FIファームウェアを対応するレベルにアップグレードします。
ステップ 10 構成内の 2番目のファブリックインターコネクトで、ステップ 3 ~ 9を繰り返します。
ステップ 11 Cシリーズサーバをネットワークに直接接続し、スタンドアロンCIMCユーティリティを使用してファー

ムウェアをアップグレードします。

a) LANからのイーサネット回線を、サーバの1GbLOMポートのいずれかに接続します。専用の管理ポー
トは、Cisco UCS Manager統合モードでは無効になっているため、使用しないでください。

b) 「Cシリーズサーバのファームウェアのアップグレード」の手順を実行してから、この手順の次のス
テップに進みます。

ステップ 12 ラック内の Nexus 2248 FEXと Nexus 2232PP FEXを物理的に置き換えます。
ステップ 13 図に示されているようにケーブルを接続します（「クラスタセットアップの物理的な接続の図」を参照）。

この新しい構成では、データパスと管理パスはいずれも、サーバから FEXに接続します。FEXと FI間の
パスでは、データトラフィックと管理トラフィックの両方が伝送されます。

NX-OS show fexコマンドを発行して、FEXを確認します。コマンドの出力に新しいNexus 2232PP
FEXが表示されるまで待ちます。FEXは対応する FIファームウェアバージョンに自動的にアッ
プグレードされます。

重要

ステップ 14 両方のファブリックインターコネクトの配線が終了したら、停止した Cシリーズサーバを Cisco UCS
Managerから再起動します。
サーバが Cisco UCSManagerで検出されると、前に割り当てられていたサービスプロファイルが自動的に
そのサーバと再度関連付けられます。
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第 6 章

トラブルシューティング

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Managerで統合された Cシリーズサーバのハードウェアコンポーネントの交換,
69 ページ

Cisco UCS Managerで統合された C シリーズサーバのハー
ドウェアコンポーネントの交換

ハードウェアを Cisco UCSManagerで統合された Cシリーズサーバの管理型ファームウェアコン
ポーネントと交換すると、サーバの検出に失敗することがあります。この原因としては、ハード

ウェアのファームウェアの破損、またはハードウェアコンポーネントのファームウェアに互換性

がないことが考えられます。次の手順を実行して、ハードウェア交換後にサーバファームウェア

の破損や非互換性が原因で、サーバの検出が失敗しないようにします。

ステップ 1 右クリックして、[Server] -> [Server Maintenance] > [Decommission Server]の順に選択し、サーバを停止しま
す。

ステップ 2 VICを FI（該当する場合は FEX）に接続しているケーブルを外します。
ステップ 3 次のように、サーバを Cisco UCS Managerから削除します。

a) [Equipment] > [Decommissioned]を選択します。
b) サーバを右クリックして、[Remove]クリックします。

ステップ 4 サーバを再起動して、CIMCを工場出荷時の設定にリセットします。
ステップ 5 サーバのMGMTポートに 1Gケーブルを接続し、スタンドアロンアクセス用に設定します。
ステップ 6 すべてのサーバファームウェアのイメージを再作成して、Cisco UCSManagerファームウェアバンドルの

CIMCバージョンとサーバを一致させます。
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a) シスコのソフトウェアダウンロードサイトから、Cisco UCS Managerでこのサーバに適用されるホス
トファームウェアパッケージに対応した CIMCバージョンの Host Upgrade Utility（HUU）をダウン
ロードします。

b) スタンドアロン KVMでサーバを起動し、HUUパッケージを実行します。

ファームウェアのアップグレードの詳細な手順については、前のステップでダウンロードしたHUUCIMC
バージョンに対応した『Host Utility Upgrade User Guide』を参照してください。

ステップ 7 サーバを再起動して、CIMCを工場出荷時の設定にリセットします。
ステップ 8 電源ケーブルを 30秒間外します。
ステップ 9 アップリンクケーブルを再接続します。

ステップ 10 電源ケーブルを接続して電源を入れます。

ステップ 11 CiscoUCSManagerにサーバが表示されることを確認します。表示されるまで数分かかることがあります。
ステップ 12 ラックサーバディスカバリポリシーが「ユーザ確認」に設定されている場合は、サーバが表示されたら

サーバを再確認します。
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Cisco UCS Managerで統合された C シリーズサーバのハードウェアコンポーネントの交換
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